
（様式２－２）

※４

※４ 学校関係者評価として、Ａ（十分に達成できている）、Ｂ（概ね達成できている）、Ｃ（あまり達成できていない）、Ｄ（全く達成できていない）で評価する。

Ａ

　〇全体的に素直で、穏やかである。
　〇学校行事や生徒会活動等は協力して活動しようとする姿勢がある。
　〇保護者や地域の方々は学校教育への関心が高く、協力的である。
　●アイデアやリーダーシップを持っているが、表出までには至っていない。
　●人を傷つける言動が見られることがある。
　●心身の不調等による不登校及び不登校傾向の生徒が複数いる。
　　 諸活動において、困り感を抱える生徒に対する支援が必要である。
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◎

Ａ

④

　長崎県及び雲仙市教育方針と学習指導要領の具現化をとおして、変化が激しく
予測困難な時代を生き抜く力及び人間性豊かで自主的精神と社会性を身につけ
た心身ともにたくましく、主体的に学ぶ生徒の育成を図る。そのため、教育者とし
ての使命感をもち、深い教育愛とすぐれた教育力を身につけながら特色ある学校
づくりを創造する。また、「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて、学校・家
庭及び育友会・地域社会（町内各種団体及び事業所・学校支援会議等）との連携
を深め、自然環境や地域の協力に恵まれた瑞穂中学校の特性を生かした教育
活動によりふるさとを愛する生徒の育成を図る。

　１　学力の確実な定着
　２　生徒指導の充実
　３　生徒会活動の活性化
　４　生命尊重・人権尊重を基盤とした教育の推進
　５　教育環境づくり
　６　家庭（保護者）・地域との連携
　７　協働できる職場環境づくり

評価 評価

学校関係者評価

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

①職：100％、生：97％、保：96％
学校経営方針の周知とそれに伴う学校評価を
活用して取組を進めることができている。

②職：94％、生：95％、保：87％
生徒の実態に応じた指導の工夫や研修受講、
校内研修の充実が図られている。

③職：94％、生：96％、保：86％
学び合いや話し合い活動は上昇。タブレットを
活用し、意見交換の機会が増えて他者の考え
を知ることができるのも要因である。

④職：86％、生：77％、保：63％
学習時間と取組は向上、生徒の評価は低下。
学習意欲の高まりがうかがえる。

⑤職87：％、生：93％、保：81％
上級学年ほど高い傾向。進学のための指導に
ならないよう、3年間を通して生き方や志を育む
活動を充実させる必要がある。

　地域との連携 ◎

⑤ 　保護者・地域への情報提供

★ ② 　協働できる職場環境づくり ◎

★

　安全教育の充実 ◎

働
き
方
改
革
の
推
進

① 　不祥事根絶・ハラスメントの防止 ◎

③

○働き方改革に向けて、アイデアを持って取り組んで
いる。良好である。

【服務規律について】
○計画的・定期的に管理職からの指導がなされてい
る。先生方もよく意識して取り組んでいる。

【職員に対して】
△先生方はよく頑張っている。業務が多様で、本当に
ご苦労だと思う。体調を崩さないよう、十分に留意して
ほしい。

【地域行事について】
○積極的に地域行事に参加している。子どもたちの参
加は、大変良好であり、活性化につながっている。先
生方にはよく指導や引率をしていただいている。次年
度もよろしくお願いしたい。

①職：100％
不祥事根絶等は、管理職からの定期的な指導
を受け、職員も意識できている。

②職：94％
業務遂行に向けた管理職の組織マネジメント、
職員同士の学年や分掌を超えた連携が進んで
いる。超過勤務対策が課題である。

③職：92％、生：97％、保：91％
学校と保護者の細やかな情報交換等が行わ
れ、連携して生徒の支援を行えている。

④職：96％、生：94％、保：92％
地域と交わり地域で育てるという学校の方針と
取組を理解してもらえている。

⑤生：98％、保：92％
生徒・保護者ともに、たより等により学校の教
育活動について、情報提供が行われていると
感じている。
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　保護者との連携 ◎

★

○先生方には頑張っていただいている。良好である。

【子どもたちへの支援・指導について】
○タブレットを活用した毎日の生活状況調査と毎月の
生活アンケートの取組はよい。
△不登校は小学校次から増加している。小学校との情
報交換を十分に図って、支援をしてほしい。
△多様なトラブルに学校は対応している。トラブルは子
どもが成長するチャンスととらえて、指導や支援をして
ほしい。
△継続して積極的な生徒指導に努めてほしい。特に長
期休業前は、十分な指導が必要である。

【部活動の地域展開について】
△部活動の地域展開が進むことで、活動が充実するメ
リットがある一方で、他校生徒とのつながりや悪影響を
受けるデメリットも想定しておかなければならない。

【施設の安全について】
○安全管理がなされている。廊下等に子どもの作品等
がよく掲示されており、雰囲気がよい。

①職：89％、生：95％、保：92％
基本的な生活習慣の定着については改善がみ
られるものの徹底までには至っていない。

②職：96％、生：96％、保：90％
生徒の人権意識は全体的に高まりつつある
が、他者を傷つける言動は依然として見られ
る。特定学年の評価が課題である。

③職：100％、生：96％、保：87％
生徒は職員の親身な対応や支援を感じてい
る。特定学年の評価が課題である。

④職：98％、生：97％、保：99％
生徒のアイデアを生かしながら、教師の支援の
下、生徒の自治的な活動を推進することができ
ている。

⑤職：99％、生：97％、保：95％
生徒の生命に関わる指導や生活環境の整備
が確実になされている。

④ 　生徒会活動の活性化 ◎

⑤

○

③ 　特別支援教育の充実 ◎

② 　人権・平和教育の充実 ◎
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★ ① 　生活指導の充実

△

⑤ 　進路指導の充実 ○

③ 　学び合い・話し合い活動の充実

○先生方には頑張っていただいている。良好である。

【学校の説明を受けて】
○学力調査等の結果を分析し、子どもたちの課題を把
握して学習指導に努めている。
○読解力育成を大きなテーマとして先生方が指導力
向上を図っている。その成果が、学力調査の結果に表
れている。
△自分の考えを言葉にできるよう引き続き指導をして
ほしい。そのことは日常生活で自分の感情や気持ちを
他者に伝えることができる力につながると思う。
△授業の取組がよいため、学習内容の定着を目指し、
家庭と連携して家庭学習の充実に努めてほしい。
△不登校・不登校傾向の子どもたちに対する学習支援
が考えられている。引き続き支援をしてほしい。

【授業を参観して】
○タブレットを活用したり、グループでの学習を取り入
れたりと工夫が見られる。
○子どもたちが落ち着いて授業を受けている。学習規
律の指導が確実になされている。

◎

④ 　家庭学習の習慣

★ ① 　教育目標実現に向けた努力 ◎

★ ② 　学習指導の充実 ◎
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令和７年度　学校評価（学校関係者評価）報告書

雲仙市立瑞穂中学校　
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　ふるさとを愛し 心身ともにたくましく 主体的に学ぶ生徒の育成

自己評価

達成度
意見・助言等成　果　又は　課　題


